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＊アクセス(図 1 は福井高専学校要覧 2020 より引用) 

〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

 

図 1 アクセスマップ 

＊特色 

・1965 年に機械工学科、電気工学科、工業化学科の３学科で開校 

・現在の本科は、機械工学科、電気電子工学科、電子情報工学科、物質工学科、環境都市

工学科の 5 学科編成 

・1998 年には、生産システム工学専攻と環境システム専攻の 2 専攻体制の専攻科を設置 

 

＊教育理念・教育目標(一部文章は福島高専 HP より引用) 

基本理念 

優れた実践力と豊かな人間性、創造性を備え、社会の多様な発展に寄与できる技術者を

育成する。 

養成すべき人材像 

https://www.fukui-nct.ac.jp/
https://www.fukui-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2020/06/youran2020.pdf
https://www.fukui-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2020/06/youran2020.pdf


一、地球環境に配慮できる社会的責任感と倫理観を持った技術者 (人間性) 

一、科学技術の進歩を的確に見通す工学的素養を持った技術者 (専門性) 

一、調和と協調を意識して、国際的に活躍できる技術者 (国際性) 

一、幅広い知識を応用・統合し、豊かな発想力と実践力で問題解決できる技術者 (創造性) 

 

教育方針 

一、技術者として必要かつ十分な基礎力と専門技術を習得させる。 

一、個性を伸長し、独創的能力の開発に努力する。 

一、教養の向上に努め、良識ある国際人としての成長を期する。 

一、健康の増進に努め、身体的精神的に強靭(きょうじん)な耐久力を育成する。 

一、規律ある日常生活に徹し、明朗、闊達(かったつ)な資性の涵養(かんよう)を図る。 

 

学習・教育目標（大項目） 

本科（準学士課程） 

RA 

多様な文化や価値観を認識できる能力を身に付ける。 

RB 

数学とその他の自然科学、及び専門分野におけるものづくり、環境づくりに関する基礎

能力を身に付ける。 

RC 

国際社会で活躍するためのコミュニケーション基礎能力を身に付ける。 

RD 

技術者に必要なデザインマインドを身に付ける。 

RE 

実践的能力と論理的思考能力を身に付ける。 

 

専攻科（環境生産システム工学プログラム 学習・教育到達目標） 

JA  

地球的視点から多様な文化や価値観を認識できる能力を身に付ける。 

JB 

数学とその他の自然科学、情報処理、及び異なる技術分野を含む問題にも対処できる、

ものづくり・環境づくりに関する能力を身に付ける。 

JC 

国際社会で活躍する技術者に必要なコミュニケーション基礎能力を身に付ける。 

JD 

技術者に求められる基礎的なデザイン能力を身に付ける。 



JE 

実践的能力及び論理的思考能力を総合的に身に付ける。 

  

＊3 つのポリシー(一部文章は福島高専HP より引用) 

本科 

ディプロマ・ポリシー 

次に掲げる人材を養成することを目的としている。 

一、地球環境に配慮できる社会的責任感と倫理観を持った技術者（人間性） 

一、科学技術の進歩を的確に見通す工学的素養を持った技術者（専門性） 

一、調和と協調を意識して、国際的に活躍できる技術者（国際性） 

一、幅広い知識を応用・統合し、豊かな発想力と実践力で問題解決できる技術者（創造性） 

 

この目的を達成するために、卒業時点 において学生が身につけるべき能力（学習教育目標）

を下記のように定めている。これら能力の獲得と 本校各学科のカリキュラムに規定する所

定単位（各学科のカリキュラム表を参照）の修得をもって、人材像の達成とみなし、福井

高専の卒業を認定し、準学士（工学）と称することを認める。 

RA 

多様な文化や価値観を認識できる能力を身に付ける。 

RB 

数学とその他の自然科学、及び専門分野におけるものづくり、環境づくりに関する基礎

能力を身に付ける。 

RC 

国際社会で活躍するためのコミュニケーション基礎能力を身に付ける。 

RD 

技術者に必要なデザインマインドを身に付ける。 

RE 

実践的能力と論理的思考能力を身に付ける。 

 

機械工学科 

機械工学科では、次の内容を教育目標として加えている。ものづくりのための基礎的知識

や技術を身に付けた創造性豊かな機械技術者となるために、機械技術者として必要な基礎

学力、技術革新・高度情報化社会に対応できる能力、実践的能力および論理的思考能力を

身に付ける。 

 

電気電子工学科 

電気電子工学科では、次の内容を教育目標として加えている。ものづくりのための基礎的



知識や技術を身につけた創造性豊かな電気電子技術者となるために、電気電子技術者に必

要な専門的かつ総合的な基礎力、幅広い専門分野に適応できる応用力、独創力およびコミ

ュニケーション能力を身につける。 

 

電子情報工学科 

電子情報工学科では、次の内容を教育目標として加えている。情報化社会の基盤となるソ

フトウェア技術、コンピュータネットワーク技術及びコンピュータ制御技術で、種々の問

題を解決できる有能な技術者となるために、次にあげる能力を養成する。  

（1）電子工学及び情報工学の技術者として必要な基礎的な学力と能力  

（2）変化する IT社会に対応できる応用力  

（3）実験実習や卒業研究をとおした実践的能力や創造能力 

 

物質工学科 

物質工学科では、次の内容を教育目標として加えている。物質工学に必要とされる材料工

学あるいは生物工学の分野において、基礎的知識と技術を身に付け、論理的思考能力を備

えた実践的で創造性豊かな化学技術者を養成する。 

 

環境都市工学科 

環境都市工学科では、上記に加えて次の内容を教育目標としている。社会資本を持続可能

にする土木技術者と建築技術者となるために、建設技術者に必要な基礎的な学力と能力、

幅広い専門分野の理論に関する応用力、実験実習や卒業研究を通した実践力と創造力を身

に付ける。 

 

カリキュラム・ポリシー 

福井高専では、高専機構が定めたコアカリキュラムを学科ごとに適正に配置し、「ものづ

くり」と「環境づくり」ができる技術者として、 生涯にわたって自己研鑽ができる学習能

力を身に着けた卒業生を社会に輩出するために下記の方針に基づいてカリキュラムを作成

している。 

① エンジニアとなるための学習のスタートとして 1 学年から専門科目を配置するとともに、 

一般科目との連携を図りながら早期技術者教育を開始する。 

② 学年進行とともに専門科目が多くなる「くさび形」教育を実施する。 

③ 多様化する現代社会に対応する技術者を養成するために、 他学科の科目も履修可能な

学際領域科目群を 3 学年から配置する。 

④ 創造力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力を養成するための演習科目

及び実験科目を多く配置する。 

⑤ 実践力と論理的思考能力を養成するための総合的な科目を最終学年に配置する。 



⑥ 国際社会で活躍できる技術者を養成するために、グローバルエンジニア教育を充実させ

る。 

○以下に示す教育課程における各科目の単位認定は、定期試験、レポート、口頭発表など

多様な方法を用いて評価する。 

 

機械工学科 

機械工学科では、上記の方針に則り、ものづくりのための基礎的知識や技術を身に付け

た創造性豊かな機械技術者を養成するために、具体的には以下を教育方針として教育課程

を編成している。 

① 1 学年では、力学、情報処理および機械系ものづくりに関する導入レベルの能力を身に

付ける。 

② 2 学年では、工作法、材料学、プログラミング、実習および製図など、機械工学分野に

おけるものづくりに関する基礎能力を身に付ける。 

③ 3 学年では、工作法、材料学、材料力学、流れ学、情報制御、電気工学、実習、製図お

よびメカトロニクスなどに関する科目により、機械工学分野におけるものづくりに関す

る基礎能力とデザインマインドを身に付ける。 

④ 4 学年では、力学、熱流体、機構学、電子工学、センサ工学、知能機械、設計製図など

に関する科目により、機械工学分野におけるものづくりに関する基礎能力とデザインマ

インド、さらに工学実験により、実践的能力と論理的思考能力を身に付ける。 

⑤ 5 学年では、力学、伝熱、自動制御、数値計算、CAD・CAE に関する必修科目および機

械系選択科目により、 機械工学分野におけるものづくりに関する基礎能力、さらに卒業

研究と工学実験により、実践的能力と論理的思考能力、 コミュニケーション基礎能力を

身に付ける。 

 

電気電子工学科 

電気電子工学科では、上記の方針に則り、ものづくりのための基礎的知識や技術を身に

つけた創造性豊かな電気電子技術者を養成するために、具体的には以下を教育方針として

教育課程を編成している。 

① 1 学年では、ものづくり、情報処理の基礎的な能力を養うために、専門基礎Ⅰ～Ⅲを修

得する。 

② 2 学年では、電気電子工学の導入基礎的な能力を養うために電気回路Ⅰ等を修得し、さ

らに理論と実践のつながりを学び応用力を身につける。 

③ 3 学年では、電気電子工学の基礎的な能力を養うために電気回路Ⅱ等を修得し、さらに

理論と実践のつながりを学び、応用力、独創力を身につける。 

④ 4 学年では、電気電子工学の基礎的な能力を養うために電気回路Ⅲ等を修得し、さらに

理論と実践のつながりを学び、応用力を身につける。 



⑤ 5 学年では、電気電子工学を応用する能力を養うために電気回路Ⅳ等を修得し、さらに

理論と実践のつながりを学び、応用力を身に着け、卒業研究を通して応用力、独創力、

子ミュニケーション能力を身につける。 

 

電子情報工学科 

電子情報工学科では、上記の方針に則り、ソフトウェア、コンピュータネットワーク及

びコンピュータ制御の分野で有能な技術者を養成するために、具体的には以下を教育方針

として教育課程を編成している。 

① 1 学年では、専門基礎により、コンピュータに関連するものづくり、及び、情報処理の

基礎的な能力を育成する。 

② 2 学年では、プログラミング基礎、情報工学基礎、電子工学基礎、実験などの科目によ

り、コンピュータに関連する後期中等教育レベルの電子工学および情報工学の基礎を理

解する能力を育成する。 

③ 3 学年では、プログラミング応用、オペレーティングシステム、数値計算、計算機構成

論Ⅰ、情報ネットワーク基礎、電子回路Ⅰ、実験などの科目により、ソフトウェアやハ

ードウェアなどの基礎的な 電子工学及び情報工学の知識を理解する能力を育成すると

ともに、その技術を修得する。 

④ 4 学年では，ソフトウェア工学、情報構造論、計算機構成論Ⅱ、電子回路Ⅱ、創造工学

演習、実験などの科目により、ソフトウェアやハードウェアなどの有為な技術者として

必要な電子工学及び情報工学 の知識を理解する能力を育成するとともに、その技術を修

得する。 

⑤ 5 学年では，制御工学、情報ネットワーク、情報理論、人工知能の他、計算機アーキテ

クチャ、計算機シミュレーションなどの科目を通して、電子工学及び情報工学に携わる

技術者として必要な実践的能力及び創造能力を、 幅広く育成する。さらに、実験、卒業

研究などを通して、自ら情報を収集、分析、整理して、具体的に、問題を発見する能力、

解決方法を導出する能力、評価する能力を深める。 

 

物質工学科 

物質工学科では、上記の方針に則り、化学的視点から材料工学あるいは生物工学を学び、

化学を人の為に活かせる化学技術者を養成するために、具体的には以下を教育方針として

教育課程を編成している。 

① 1 学年では、専門基礎により物質工学に必要な、ものづくりや情報処理の基礎的な能力

を育成する。 

② 2、3 学年では、工学基礎物理や数理統計学等の数学や基礎科学を学び、さらに幅広い専

門基礎能力を育成するために、物質工学の基礎となる有機化学・無機化学・分析化学・

物理化学・生化学・化学工学などの物質の本質を理解し、 応用化学及び生物化学的手法



により新物質を開発する際に必要とされる幅広い基礎能力を育成する。 

③ 4、5 学年では、専門性を深化させる科目として物理化学や化学工学及び生化学など、発

展的科目として有機合成化学や基礎材料化学及び生命科学などを共通科目として修得し、

さらに材料工学あるいは生物工学を得意とする専門能力を育成するために、 材料工学コ

ースでは材料化学や材料工学で材料の合成法や物性、生物工学コースでは化学を基礎と

した微生物学や分子生物学などを修得して、化学的視点を基にした、化学品・医薬品・

食品等の得意とする専門分野で活躍できる技術者を育成する。 

④１～5 学年を通して、実践的能力及びプレゼンテーション能力を育成するために、物質工

学実験等により実践力、論理的思考力を育成する。さらに、総括的科目として、5 年生の

卒業研究では、 問題解決能力・プレゼンテーション能力を育成する。 

 

環境都市工学科 

環境都市工学科では、上記の方針に則り、社会資本を持続可能にする土木技術者と建築

技術者を養成するために、具体的には以下のような科目および設計製図、 実験実習を各学

年に配して学力や洞察力を段階的に高める教育課程を編成している。 

① 1 学年では専門基礎Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを修得することによって、建設技術に関するものづくり

や情報処理の基礎的な能力を育む。② 2 学年では測量学、プログラミング、構造力学Ⅰ、

建設材料学Ⅰ、建築計画Ⅰを修得することによって、高等教育導入レベルの建設技術に

関する基礎的な能力を育む。 

③ 3 学年では応用測量学、構造力学Ⅱ、建設材料学Ⅱ、水理学Ⅰ、地盤工学Ⅰ、環境衛生

工学、環境都市計画論を修得することによって、建設技術に関する基礎的知識を理解す

る能力を育む。 

④ 4 学年では構造力学Ⅲ、水理学Ⅱ、地盤工学Ⅱ、建築計画Ⅱ、建築環境Ⅰ、コンクリー

ト構造学Ⅰ、交通工学、施工管理学を修得することによって、建設技術の基礎的知識を

理解し、応用する能力を育む。 

⑤ 5 学年では数値解析、鋼構造学、構造デザイン、河川水文学、建設複合材料、建設法規、

建築設備Ⅰの必修科目や土木分野、建築分野の選択科目を修得することによって、さら

に、卒業研究に取り組むことによって建設技術者に 必要な実践的かつ創造的な能力を育

む。 

 

自然科学系一般科目 

自然科学系一般科目では、幅広い教養と専門科目に必要となる数学、理科（物理、化学、

生物）の基礎的な知識、技能の育成に加え、生涯にわたって活力あふれる生活を営める人

材の育成のために、 具体的には以下を教育方針として教育課程を編成している。 

 

 



低学年（１～２年） 

数学では、数学の基礎的な知識と計算技能を身に付け、数学的論理を通して思考力、表

現力の育成が図れるように科目を配置している。 

 物理では、身の回りの運動や、波動、電気現象を抽象的に記述できる能力を、化学では、

自然や生活環境における化学の基本的な概念や原理・法則を理解できる能力を、生物では、

生命科学の基本概念を理解できる能力を養成する。 

 保健体育では、種々のスポーツを各自の能力に応じて実施できる能力の育成に取り組ん

でいる。 

 

高学年（３～４年） 

数学では、現象を数学的にとらえ、問題を解決する能力が育成できるように学習内容を

配置している。 

 物理では、物理現象の基礎的な知識を習得し、工学との関連性を理解できる能カを養成

する。 

 保健体育では、自己の体力を的確にとらえ、積極的に運動実践ができる能力、生涯にお

ける健康管理能力一環として生活習慣病について理解できる能力の育成に取り組んでいる。 

 

人文社会系一般科目 

人文社会科学系一般科目では、豊かな教養とコミュニケーション能力を身に付けさせる

ために、具体的には以下を教育方針として教育課程を編成している。 

低学年（１～２年） 

国語科では、日本語の小説・随筆といった、日常的ないし過去の時代から受け継がれて

いる言語作品に触れ、その読解および鑑賞に習熟し、さらにその題材の選び方や技法を自

らの表現法として会得できるよう、学習内容を配置している。  

社会科では、社会の地域的特色と歴史的背景を理解し、人間の在り方や生き方について

把握する能力を養成する。 

英語科では、4 技能の調和に基づく実践的なコミュニケーションの基礎能力の育成に取り

組んでいる。 

 

高学年（３～４年） 

国語科では、日本語文章表現に関する基礎的な知識を理解し、手紙から意見文に至る実

用的かつ社会とつながる文章の作法や読解法を習得、さらに意欲に応じて日本語学・国文

学の所産とその方法論に触れ、学術的な視野を拡げることができるよう、科目を配置して

いる。 

 社会科では、現代の政治や経済、国際関係などを理解し、社会の変化の本質を批判的に

認識できる能力を養成する。 



英語科では、より深い読解能力、聴解能力の養成を中心に、総合的なコミュニケーショ

ン能力の養成に取り組んでいる。 

 

アドミッション・ポリシー 

求める学生像（本科共通） 

福井高専では、基礎学力が備わっていて，本校が目指すものづくり及び環境づくりに関

する学習に興味があり，技術者としてグローバルな視野を持って産業の発展に貢献したい

という気持ちを強く持ち， そのために新しい目標に向かっていつもチャレンジをし，仲間

と共同して課題を考え解決する能力を身に着けようと積極的に行動できる人を求める。 

 

各学科が求める学生像 

機械工学科 

機械工学科では、さらに次のような人を求めている。 

・自動車、飛行機、ロボットなどの機械システムや、環境、福祉、宇宙工学などの分野に

興味がある人 

・サイエンスを学び、ものづくりに創造性を発揮して、人間社会に貢献したい人 

・機械を創る材料、動かすエネルギー、制御する情報など幅広い技術を身に付けたい人 

 

電気電子工学科 

電気電子工学科では、さらに次のような人を求めている。 

・電気自動車や太陽光発電などに使われる環境にやさしいクリーンエネルギーや新素材技

術を学びたい人 

・ロボット、システム、コンピュータなどを動かすための電子制御やプログラミング技術

を学びたい人 

・情報家電や光通信などに使用する電子回路や情報通信技術を学びたい人 

 

電子情報工学科 

電子情報工学科では、さらに次のような人を求めている。 

・コンピュータの構造や仕組みに興味があり、高度なプログラミング技術を習得したい人 

・ネットワークを活用し、知能ロボットを動かすプログラムを作りたい人 

・未来の IT 機器の開発をやってみたい人 

 

物質工学科 

物質工学科では、さらに次のような人を求めている。 

・化学と生物の力により人々の健やかな生活に貢献したい人 

・化学的手法を用いて有用物質や新しい材料を生み出すことに興味がある人 



・微生物や遺伝子組換え技術等の生物機能を活用した物質生産や環境浄化に興味がある人 

 

環境都市工学科 

環境都市工学科では、さらに次のような人を求めている。 

・自然と共生したくらしを営む環境づくりに興味がある人 

・快適なくらしを共有するための建物とまちづくりに興味がある人 

・災害から人々のくらしを守るシステムづくりに興味がある人 

 

編入学者へのアドミッション・ポリシー 

本校準学士課程への編入学者に関しては上記の他に以下のポリシーを設けている。 

・高等学校において理数系または工学の基礎を習得した人、または教育機関等において同

様の学力を獲得したと認められる人 

・希望する学科の教育目標・教育課程を十分に理解し、自主的・積極的に学業に取り組む

姿勢を有する人 

 

専攻科 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

専攻科共通 

専攻科は、得意とする専門分野を持つことに加え、関連する他の技術分野の知識と能力

を積極的に吸収し、自然環境との調和を図りながら持続可能な社会を有機的にデザインす

ることのできる知識と能力を身に付けた、 国際社会で活躍できる実践的技術者となるよう

な人材を育成することを目的にしている。 

 

専攻科生産システム工学専攻 

専攻科生産システム工学専攻は、高等専門学校等で習得した基礎学力の基盤の上に、機

械・設計関連、システム制御関連、電子・物性関連および情報・通信関連分野の知識を広

く学び、これらを有機的に統合した生産システムの設計並びに開発研究等を行うことので

きる創造力を持った実践的技術者となるような人材を育成することを目的とし、専攻科修

了時点において学生が身に付けるべき能力（学習教育目標）を下記の通り定めている。 

これらの能力の獲得と学則の定める所定の授業科目等を履修し、基準となる単位取得をも

って人材像の達成と見なし、本校専攻科を修了した者が、大学改革支援・学位授与機構の

審査に合格することによって学位を授与する。 

 

専攻科環境システム工学専攻 

専攻科環境システム工学専攻は、高等専門学校等で習得した基礎学力の基盤の上に、構

造・材料関連、生物・化学関連、環境・分析関連および防災・都市システム関連分野の知



識を広く学び、これらを有機的に統合した環境システムの設計並びに開発研究等を行うこ

とのできる創造力を持った実践的技術者となるような人材を育成することを目的とし、専

攻科修了時点において学生が身に付けるべき能力（学習教育目標）を下記の通り定めてい

る。これらの能力の獲得と学則の定める所定の授業科目等を履修し、基準となる単位取得

をもって人材像の達成と見なし、本校専攻科を修了した者が、大学改革支援・学位授与機

構の審査に合格することによって学位を授与する。 

 

専攻科の学生が修了時点において身に付けるべき能力（学習教育目標）：専攻科共通 

JA 

地球的視点から多様な文化や価値観を認識できる能力を身に付ける。 

JB 

数学とその他の自然科学、情報処理、および異なる技術分野を含む問題にも対処できる、

ものづくり・環境づくりに関する能力を身に付ける。 

JC 

国際社会で活躍する技術者に必要なコミュニケーション基礎能力を身に付ける。 

JD 

技術者に求められる基礎的なデザイン能力を身に付ける。 

JE 

実践的能力および論理的思考能力を総合的に身に付ける。 

 

カリキュラム・ポリシー 

専攻科共通 

専攻科は、高専５年間の教育課程の上に、より高度な専門知識と技術を教授し、創造的

な研究開発や先端技術に対応でき、 かつ国際的にも通用する実践的技術者を養成する。 

具体的には以下の教育を実施する。 

1. 地球的視点から多様な文化や価値観を認識できるような教養教育を実施する。 

2. 国際社会で活躍する技術者に必要なコミュニケーション基礎能力、プレゼンテーシ

ョン基礎能力を養成するための実践的コミュニケーション教育を実施する。 

3. 技術者に求められるデザイン能力を養成するための PBL 教育を実施する。 

4. 実社会に通用する実践的能力および論理的思考能力を養うために実験科目、演習科

目、インターンシップ等の実践的な体験型教育を実施する。 

 

専攻科生産システム工学専攻 

専攻科生産システム工学専攻は、技術の高度化、複雑化に対応できる総合化の能力と先

進技術開発のための創造性を身に付け、 機械工学の分野､電気電子工学の分野､情報工学の

分野に通じた人材を養成する。具体的には以下の教育方針として教育課程を編成している。 



1. 専門工学の基礎として、数学、自然科学、情報関連の科目を配置する。 

2. 得意とする専門工学（機械工学の分野､電気電子工学の分野､情報工学の分野）をさ

らに充実させるための科目を配置する。 

3. 得意とする専門以外の関連する技術分野の科目も単位取得可能な仕組みにする。 

4. 専門工学を修めた実践的技術者としての総合力を磨くため、生産システム工学特別

研究を２年間行う。 

 

専攻科環境システム工学専攻 

専攻科環境システム工学専攻は、環境にやさしい製品や再資源化を前提とした製品の製

造プロセスの開発等、あるいは地球環境、地域の環境を保全しつつ､自然災害に強い､ より

安全で快適な都市づくりに通じた人材を養成する。具体的には以下の教育方針として教育

課程を編成している。 

1. 専門工学の基礎として、数学、自然科学、情報関連の科目を配置する。 

2. 得意とする専門工学（応用化学の分野、土木工学の分野）をさらに充実させるため

の科目を配置する。 

3. 得意とする専門以外の関連する技術分野の科目も単位取得可能な仕組みにする。 

4. 専門工学を修めた実践的技術者としての総合力を磨くため、環境システム工学特別

研究を２年間行う。 

 

○上述した科目群に係る単位修得の認定は、定期試験、レポート、口頭発表など多様な方

法を用いて評価する。 

 

アドミッション・ポリシー 

求める学生像（専攻科共通） 

本校専攻科では、次のような資質や意欲を持つ人を広く求めている。 

1. 得意とする工学分野の基礎能力（数学的素養を含む）を身に付けている人 

2. 何事にも自主的・能動的に臨む姿勢を持つ人 

3. ものづくり・環境づくりに意欲のある人 

4. 多様なシステムを理解し、創造的にデザインする能力を身に付けたい人 

5. 国際社会で活躍する実践的技術者を目指す人 

6. 学士（工学）の学位を取得したい人 

 

＊入試形態(URLや一部文章は福井高専HP より引用) 

本科 

令和 3 年度 学生募集要項 

令和 3 年度編入学生募集要項 

https://www.fukui-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2020/08/c45d7f9cac01a9d07917edae46c88e9b.pdf
https://www.fukui-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2020/05/06be930a80a0f372be79e9b02e92877c.pdf


(1) 推薦による選抜 

推薦書、調査書、作文及び面接の結果を総合的に評価して選抜する。 

(2) 学力検査による選抜 

調査書及び学力検査の結果を総合的に評価して選抜する。 

学力検査は、理科、英語、数学、国語及び社会の５教科による試験とする。 

(3) 編入学生の選抜 

調査書、学力検査、作文及び面接の結果を総合的に評価して選抜する。 

学力検査は、専門科目、数学、英語の３教科による試験とする。 

 

専攻科 

令和 3 年度専攻科学生募集要項 

(1)推薦による選抜 

出身高等専門学校等の長が学業成績、人物ともに優れていると認め推薦し、本校専攻科

への入学意欲が強い志願者のうち、出願時に提出する推薦書・調査書・小論文等に基づ

いた面接の結果を評価して選抜する。 

(2)学力検査による選抜 

本校専攻科への入学意欲がある志願者のうち、学力検査（英語(TOEIC スコア等による換

算を含む)，数学，専門科目），出願時に提出する調査書・小論文等に基いた面接の結果を

総合的に評価して選抜する。 

(3)社会人特別選抜 

企業等に一定以上の在職期間を有し、所属する企業等の長が勤務成績、人物ともに優れ

ていると認め推薦し、本校専攻科への入学意欲が強い志願者のうち、出願時に提出する

推薦書・調査書・小論文等に基いた面接の結果を評価して選抜する。 

 

＊試験状況及び偏差値や倍率(表は福井高専HP より引用) 

福井高専 偏差値 62 

表 1 令和 2 年度入学者選抜実施状況 

 

学

科 

募 集

人 員

(人) 

志願者数 合格者数 

推薦(人) 学力検査(人) 倍 率

(倍) 

推薦(人) 
学力 検査

(人) 
計(人) 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

機

械

工

40 19 2 37 1 1.48 17 2 21 0 38 2 

https://www.fukui-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2020/03/66aff52833bb9ac219f8e8b97066d099.pdf


学

科 

電

気

電

子

工

学

科 

40 16 4 19 1 1.00 14 4 22 1 36 5 

電

子

情

報

工

学

科 

40 19 5 46 9 1.98 14 5 18 4 32 9 

物

質

工

学

科 

40 6 13 10 4 0.83 6 13 17 4 23 17 

環

境

都

市

工

学

科 

40 25 9 23 4 1.53 12 7 18 3 30 10 

計 200 85 33 135 19 1.36 63 31 96 12 159 43 

1. 倍率＝志願者（推薦＋学力検査）÷募集人員 

2. 合格者数については、第２志望、第３志望による合格者を含む。 

 

＊卒業後の進路状況(URL や表、一部文章は福井高専 HP より引用) 



進学者数・進学状況 

就職者数・就職状況 

 

卒業生の主な就職先（抜粋企業名：50 音順） 

機械工学科 

県内 

揚原織物工業（株） （株）アタゴ （株）エイチアンドエフ 

（株）オーディオテクニカフ

クイ 

光生アルミニューム工業

（株） 
酒井化学工業（株） 

（株）鯖江村田製作所 （株）シャルマン 信越化学工業（株） 

セーレン（株） （株）TOKO （株）TOP 

日本電産テクノモータ（株） 

パナソニック（株）インダス

トリアルソリューションズ

社 

パナソニック（株）オートモ

ーティブ社 

（株）福井村田製作所 （株）フクタカ （株）松浦機械製作所 

（株）ルネッサ レンゴー（株）金津工場  

県外 

e. TEAM ANA NHK 大阪ガス（株） 

キヤノン（株） キヤノンマシナリー（株） 京セラ（株） 

（株）京都製作所 （株）クボタ 小島プレス工業（株） 

https://www.fukui-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2020/07/gakusei55.pdf
https://www.fukui-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2020/07/gakusei56.pdf


ジャパンマリンユナ

イテッド（株） 
（株）新来島豊橋造船 セイコーエプソン（株） 

第一三共プロファー

マ（株） 
第一工業製薬（株） （株）高木製作所 

ＤＭＧ森精機（株） 東海旅客鉄道（株） 東京ガス（株） 

（株）日本製鋼所 日本電気硝子（株） パナソニック（株） 

兵神装備（株） 北陸電力（株） マルホ発條工業（株） 

三菱電機エンジニア

リング（株） 
村田機械（株） ヤンマー（株） 

電気電子工学科 

県内 

（株）エイチアンドエフ 
（株）オーディオテクニカフ

クイ 
（株）柿本商会 

（株）サカイエルコム 酒井化学工業（株） （株）鯖江村田製作所 

（株）シャルマン 信越化学工業（株） （株）トップ 

（株）ナンバーフォー （株）日本エーエムシー 

パナソニック（株）インダス

トリアルソリューションズ

社 



パナソニック（株）オートモ

ーティブ社 
（株）福井村田製作所 （株）フクタカ 

（株）松浦機械製作所 盟友技研（株） レンゴー（株） 

県外 

ANA ベースメンテナンステ

クニクス（株） 
出光興産（株） （株）NHK テクノロジーズ 

（株）NTT フィールドテクノ 大阪ガス（株） 関西電力（株） 

キヤノン（株） （株）小松製作所 （株）SUBARU 

（株）ダイヘン （株）高木製作所 中部電力（株） 

東海旅客鉄道（株） ドコモ・システムズ（株） 西日本旅客鉄道（株） 

日新電機（株） （株）日本触媒 ニプロ（株） 

パナソニック（株）アプライ

アンス社 
浜松ホトニクス（株） 兵神装備（株） 

（一財）北陸電気保安協会 北陸電力（株） 
三菱電機ビルテクノサービ

ス（株） 

（株）明電舎 （株）LIXIL  

電子情報工学科 

県内 

（株）アートテクノロジー （株）アイジュピタ 
（株）永和システムマネジメ

ント 

（株）NTT フィールドテク 共同コンピュータ（株） （株）サーフボード 



ノ 

（株）サカイエルコム （株）jig.jp （株）ジークス 

（株）システムエルフ 信越化学工業（株） タイヨー電子（株） 

（株）チェンジビジョン （株）ナチュラルスタイル （株）ナンバーフォー 

ニチコン大野（株） 

パナソニック（株）インダス

トリアルソリューションズ

社 

パナソニックエレクトロニ

ックデバイスジャパン（株） 

（株）ビジュアルソフト   

県外 

（株）アイジーエー 
（株）アクセルエンタ

ーメディア 

（株）NHK メディアテクノ

ロジー 

NTT コムソリューション＆エンジ

ニアリング（株） 

（株）エヌ・ティ・テ

ィ・データ 
大阪ガス（株） 

関西電力（株） 
京セラコミュニケー

ションシステム（株） 
向洋電機（株） 

コニカミノルタジャパン（株） 
ジャパンマリンユナ

イテッド（株） 
（株）JAL エンジニアリング 

セイコーエプソン（株） ダイキン工業（株） 中部電力（株） 

（株）DMM.com ラボ 東海旅客鉄道（株） 東邦ガス（株） 

（株）トヨタコミュニケーションシ

ステム 
西日本電信電話（株） 日新電機（株） 



日本貨物鉄道（株） 
日本電産テクノモー

タ（株） 
パイオニア（株） 

北陸電力（株） 
三菱電機（株）神戸製

作所 

 

物質工学科 

県内 

AGC 若狭化学（株） 日本純良薬品（株） エネックス（株） 

KB セーレン（株） 小西化学工業（株） 小林化工（株） 

酒井化学工業（株） 信越化学工業（株）武生工場 スガイ化学工業（株） 

第一稀元素化学工業（株）福

井事業所 
大東化成工業（株） 武生特殊鋼材（株） 

（株）東京セロレーベル福井

工場 
日信化学工業（株） パナソニック（株）AIS 社 

福井山田化学工業（株） 増永眼鏡（株） 柳井化学工業（株）武生工場 

レンゴー（株）   

県外 

旭化成（株） 大阪ガス（株） 大阪シーリング印刷（株） 

王子マテリア（株）祖父江工

場 
花王（株） （株）環境総合テクノス 

関西電力（株） 
サントリースピリッツ

（株） 
サントリープロダクツ（株） 

三洋化成工業（株） 昭和電工（株） 新来島豊橋造船（株） 

（株）総合環境リサーチ 第一工業製薬（株） 第一三共プロファーマ（株） 



田岡化学工業（株） 中外製薬工業（株） 
武田テバファーマ（株）高山

工場 

東亞合成（株） 東京ガス（株） 東邦化学工業（株）千葉工場 

東レ（株） 日東電工（株） マルホ（株） 

（株）ヤマコー 雪印メグミルク（株） ユニチカ（株） 

環境都市工学科 

県内 

井上商事（株） 越前市役所 （株）キミコン 

坂川建設（株） 鯖江市役所 （株）サンワコン 

Chell Living（株）（関組グ

ループ） 

セキサンピーシー

（株） 
田中建設（株） 

（株）辻広組 敦賀市役所 （株）帝国コンサルタント 

永森建設（株） 西田建設（株） （株）日本ピーエス 

福井県庁 福井市役所 福井鐵工（株） 

（株）ミルコン   

県外 

NTT インフラネット（株） 大阪ガス（株） （株）柿本商会 

関西電力（株） （株）鴻池組 国土交通省近畿地方整備局 

国土交通省北陸地方整備局 ジェイアール東海建設（株） 清水建設（株） 

大和ハウス工業（株） 
玉野総合コンサルタント

（株） 

中部国際空港施設サービス

（株） 

中部電力（株） （独）鉄道建設・運輸施設整 東海旅客鉄道（株） 



備支援機構 

東京コンサルタンツ（株） 東京都庁 東邦ガス（株） 

東洋建設（株） 飛島建設（株） 中日本高速道路（株） 

中日本ハイウェイ・エンジニ

アリング名古屋（株） 
西日本旅客鉄道（株） （株）NIPPO 

北陸電力（株） 宮地エンジニアリング（株） （株）レールテック 

 

専攻科修了生の就職状況 

令和元年度 

（株）アットウエア、イビデンエンジニアリング（株）、越前市役所、大岡技研（株）、川

崎重工業（株）、ジェイアール東海コンサルタンツ（株）、（株）大気社、（株）TOKO、（株）

ナンバーフォー、日本原子力発電（株）、日本電気硝子（株）、パーソルＲ＆Ｄ（株）、福井

県庁、福井市役所、（株）ホクコン、（株）道端組、（株）レールテック 

 

平成 30 年度 

（株）アタゴ、井上商事（株）、越前市、（株）ALL CONNECT、（株）カネカ、鯖江市、

鯖江精機（株）、島津産機システムズ（株）、セイコーエプソン（株）、ソニーグローバルマ

ニュファクチャリング＆オペレーションズ（株）、ダイダン（株）、大鉄工業（株）、（株）

辻広組、東工シャッター（株）、（株）ナンバーフォー、日本原子力発電（株）、パナソニッ

ク（株）アプライアンス社、パナソニック（株）AIS 社森田工場、福井県、兵神装備（株）、

（株）松浦機械製作所、三菱電機ビルテクノサービス（株）、村田機械（株）、ヤンマー（株）、

（株）LinkMaker 

 

平成 29 年度 

（株）エイチアンドエフ、（株）NTT フィールドテクノ、（株）オーディオテクニカフクイ、

川崎重工業（株）、清川メッキ工業（株）、KB セーレン（株）、鯖江市、塩野フィネス（株）、

島津メクテム（株）、（株）シャルマン、ソニーグローバルマニュファクチャリング＆オペ

レーションズ（株）、東洋建設（株）、日東シンコー（株）、福井市、（株）福井村田製作所、

兵神装備（株） 

 

平成 28 年度 

（株）エイチアンドエフ、エターナルプレザーブ（株）、エネックス（株）、（株）キミコン、

小林化工（株）、酒井化学工業（株）、塩野フィネス（株）、警察庁四国管区警察局、武生特



殊鋼材（株）、東工シャッター（株）、東レ・カーボンマジック（株）、（株）酉島製作所、

日信化学工業（株）、日本原子力発電（株）、福井県 

 

平成 27 年度 

大阪ガス（株）、大阪シーリング印刷（株）、川研ファインケミカル（株）、国土交通省北陸

地方整備局、酒井化学工業（株）、坂井市役所、塩野フィネス（株）、清水建設（株）、（株）

シャルマン、セイコーエプソン（株）、大日コンサルタント（株）、敦賀市、東工シャッタ

ー（株）、日信化学工業（株）、日本電産テクノモータ（株）、農林水産省林野庁、（株）ビ

ジュアルソフト、（株）不二越、（株）ホクコン 

 


